
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ピアニッシモ

ソロリティ

ゴシック

ステーシー

6

渇望

0

煉獄

11
仮面

物語

置いていかないで

どうして

嘘つきだったあなた。きっと誰も信じてくれない。きっと誰も信じられない。今の仲間を信じられる？　信じなくちゃいけないと、わかっている。わかっているけれど、あなたは……。

小説だったか詩だったか、何か物語をつづっていた記憶。あなたはその話を書き上げただろうか。それはあなた自身の物語だろうか。それを読めば、あなたは自身の全てを思い出せるかもしれない。

姉妹たちが、悲しそうな顔をしてこの場所から立ち去っていく。 NC弥生：何度訴えても、この声は届かない。 NC弥生：彼らは、「危ないから一緒に連れて行けない」と悲しげに首を振った。彼らの負担にはなりたくない。 NC弥生：そっと、手を外す。 NC弥生：ぽて、と地面についたのは、小さな前肢だ。 NC弥生：戦力にならないのは、事実だった。」

「地面と距離が近いことにも慣れた。 NC弥生：けれど、姉妹と言葉を交わせないことには一向に慣れなかった。 NC弥生：ふと、言葉が聞こえた。立ち止まり、耳を澄ます。 NC弥生：この身体になってから、ドールのときよりもずっと耳がよくなった。 NC弥生：「これだけ探しても見つからないなんて…」 NC弥生：「もう、この周辺にはいないのかもしれない」 NC弥生：「マールも言っていたものね、私たちを見つけたとき、シエロは見なかったって」 NC弥生：マールというのは、あの黒猫だ。 NC弥生：姉妹を助けてくれた、ここの主だ。 NC弥生：耳を疑った。どうして。 NC弥生：彼は、僕に対して「きっと、いつか君と姉妹たちの意思は通じるよ。僕も、早く君を元に戻せるか、言葉が通じるように頑張っているんだ」と言っていたのに。 ふと、顔を上げる。 NC弥生：そこには、硝子に映る白い毛並みに赤い目をした猫がいた。1 0 1
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たからもの

ネム
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保護

対抗

3

3
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3
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭
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腕
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胴

胴

胴

脚

脚

脚

頭

脚

頭

胴

腕

胴

胴
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優雅

悪食

肉の宴

庇う

のうみそ

めだま

あご

こぶし

うで

かた

せぼね

はらわた

はらわた

ほね

ほね

あし

カンフー

しっぽ

けもみみ

だるま

シザーハンズ

アサシンブレード

オートセパレート

アクセサリ

オート

オート

アクション

ダメージ

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

オート

オート

オート

オート

アクション

オート

オート

オート

１

0

2

2

1

4

1

3

3

1

２

2

なし

0-1

0

0

0

自身

自身

自身

自身

0

０

0

自身

自身が狂気点で振り直しする際、任意の姉妹一体を自由に選び、あなたへの対話判定をさせてよい

自身の攻撃による切断判定出目-２

基本パーツひとつ回復

2

1

肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

1

1

１

任意の箇所を選び、ダメージを振り分けてよい。

肉弾1+切断

肉弾2+連撃1

切断無効化

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

